
 

 

 

 

平成２４年１１月２７日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

 

平成２４年度 第３回災害対策等緊急事業推進費の執行について 

 

 

 

九州北部豪雨（平成24年7月）を含む梅雨前線による豪雨等により被害を受けた地域、

山形県や沖縄県で強風に伴う波浪（平成24年4月、8月、9月）により被害を受けた地域等

において、災害対策等緊急事業推進費※を執行し、再度災害を防止するための事業（３１

件）を緊急に立ち上げ実施します。 

 

 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が発生した箇所等

において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、住民及び利用者の安全・安

心の確保を図ることを目的とした経費です。 

 

 

平成２４年度 第３回災害対策等緊急事業推進費 執行額 
 

（単位：百万円） 

災 害 対 策 （３１件） ［国費］ ９，９５９    

 

【問い合わせ先】 

 国土政策局広域地方政策課調整室 

 専門調査官 山田（内線29-915） 

    主査 岩﨑（内線29-925） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  FAX   03-5253-1572 



実 施 概 要 
 

 

○平成24年度第３回 災害対策等緊急事業推進費（主な対策の例） 

 

 

１． 豪雨等により被災した地域における対策 

【27件 7,384百万円（国費）】 

具体的には(1)～(27)のとおり 

 

   (13)河川(補助)、(21)国道（直轄） 

・ 平成24年7月の梅雨前線に伴う豪雨により、白川
しらかわ

水系
すいけい

白川
しらかわ

・黒川
くろかわ

（熊本県熊本市～

阿蘇市）がはん濫し浸水被害が発生した。また、国道57号（熊本県阿蘇市）では平

成24年7月の豪雨により法面崩壊が生じ一時通行規制の被害が発生した。 

・ このため、白川水系白川・黒川においては洪水時の河川水位を低減するため河道

の掘削等の整備、国道57号においては土砂が道路上に流出しないよう擁壁工等の

対策を緊急に実施し、再度災害を防止する。 

 

 

 

 

２． 強風に伴う波浪により被災した地域における対策 

【4件 2,575百万円（国費）】 

具体的には(28)～(31)のとおり 

   (28)国道（直轄）、(31)航路標識 

・ 平成24年4月の強風に伴う越波により、国道７号（山形県鶴岡市）では１０時間半に

及ぶ全面通行止めが発生した。また、残波
ざん ぱ

岬
みさき

灯台
とうだい

（沖縄県読谷村）では平成24年9

月の台風１７号に伴う波浪により灯台の施設（附属舎）が損傷・設備が浸水し、灯火

が一時消灯する被害が発生した。 

・ このため、国道7号においては越波を防止する波返し擁壁の整備、残波岬灯台にお

いては倒壊を防ぐため附属舎の建替えを緊急に実施し、再度災害を防止する。 

 

 

 



事業費 国費

(1) 河川改修事業 最上川水系最上川下流堀野地区  国土交通省 山形県 東田川郡庄内町堀野地先 516 399

(2)
河川激甚災害対策特別緊急
事業

矢部川水系矢部川六合地先外  国土交通省 福岡県 柳川市大和町六合地先～みやま市長田地先 1,505 1,003

(3) 河川改修事業 筑後川水系筑後川長田地区外  国土交通省 福岡県 朝倉市長田地先～久留米市八幡地先 393 262

(4)
河川激甚災害対策特別緊急
事業

白川水系白川渡鹿地区外  国土交通省 熊本県  熊本市中央区大江地先～渡鹿地先 831 620

(5)
河川激甚災害対策特別緊急
事業

筑後川水系花月川  国土交通省 大分県 日田市友田地先～藤山地先 1,412 1,063

(6) 河川改修事業 利根川水系思川支川大芦川 栃木県 栃木県 鹿沼市上日向～下沢地先 100 50

(7) 河川改修事業 庄川水系地久子川 富山県 富山県 高岡市野村地先 200 100

(8) 河川改修事業 小矢部川水系谷内川 富山県 富山県 高岡市福岡町赤丸地先 200 100

(9) 河川改修事業 仏生寺川水系仏生寺川 富山県 富山県 氷見市仏生寺地先 60 30

(10) 河川改修事業 淀川水系弥陀次郎川 京都府 京都府 宇治市五ヶ庄北ノ庄 地先 500 250

(11) 河川改修事業 紀の川水系和歌川支川和田川 和歌山県 和歌山県 和歌山市吉礼外地内 100 50

(12)
河川激甚災害対策特別緊急
事業

矢部川水系沖端川 福岡県 福岡県
柳川市筑紫町地先～みやま市瀬高町本郷地
先

760 418

(13)
河川激甚災害対策特別緊急
事業

白川水系白川・黒川 熊本県 熊本県 熊本市北区龍田陣内地先外 3,000 1,650

(14) 流域治水対策事業 白川水系白川 熊本県 熊本県 菊池郡菊陽町馬場楠地先外 1,530 765

激甚災害対策特 緊急

平成２４年度 第３回 災害対策等緊急事業推進費（災害対策） 執行地区一覧表

種　別
事業主体名 施行地

実施計画額

事業名

［金額単位：百万円］

１．豪雨等による災害

河川（直轄）

河川（補助）

(15)
河川激甚災害対策特別緊急
事業

筑後川水系有田川 大分県 大分県 日田市東有田諸留町 100 55

(16) 河川改修事業 山国川水系山国川 大分県 大分県 中津市耶馬溪町大字大島 220 110

(17) 河川改修事業 大野川水系大谷川 大分県 大分県 大分市大字宮河内 96 48

(18) 河川改修事業 大野川水系平井川 大分県 大分県 豊後大野市朝地町朝地 50 25

(19) 河川改修事業 大野川水系玉来川 大分県 大分県 竹田市大字玉来地先 360 180

(20) 道路維持管理事業
一般国道５５号 東洋町ゴロゴロ地
区道路災害防除

国土交通省 高知県  安芸郡東洋町ゴロゴロ地先 46 46

(21) 道路維持管理事業 一般国道５７号阿蘇市坂梨地区 国土交通省 熊本県  阿蘇市一の宮町大字坂梨字滝室 52 52

(22) 道路維持管理事業 一般国道１０号鹿児島市吉野町大崎 国土交通省 鹿児島県 鹿児島市吉野町大崎 23 23

(23) 道路維持管理事業 一般国道２２６号鹿児島市喜入町 国土交通省 鹿児島県 鹿児島市喜入町 7 7

(24) 道路更新防災等対策事業
主要地方道南アルプス公園線早川町
湯島地内道路災害防除

山梨県 山梨県 南巨摩郡早川町湯島地内 43 22

(25) 道路更新防災等対策事業
一般県道大城小田船原線身延町大城
地内道路災害防除

山梨県 山梨県 南巨摩郡身延町大城地内 29 14

(26) 道路更新防災等対策事業
一般県道大河内森線森町三倉地区道
路災害防除

静岡県 静岡県 周智郡森町三倉2223-1 56 28

(27) 道路更新防災等対策事業
市道二見港線益田市飯浦町二見地内
道路災害防除

益田市 島根県 益田市飯浦町二見地内 26 13

  計 27件 12,215 7,384

(28) 道路維持管理事業
一般国道７号鶴岡市早田～五十川地
区道路災害防除

国土交通省 山形県 鶴岡市早田～五十川地内 2,481 2,481

(29) 航路標識整備事業 御前岩灯標 国土交通省 静岡県 御前崎市 40 40

(30) 航路標識整備事業 前泊港第一号灯標 国土交通省 沖縄県 島尻郡伊平屋村 20 20

２．強風に伴う波浪による災害

国道（直轄）

航路標識

国道（直轄）

地方道

(30) 航路標識整備事業 前泊港第 号灯標 国土交通省 沖縄県 島尻郡伊平屋村 20 20

(31) 航路標識整備事業 残波岬灯台 国土交通省 沖縄県 中頭郡読谷村 34 34

  計 4件 2,575 2,575

総　　計 31件 14,790 9,959



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（1） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（最上川水系最上川下流堀野地区）

モガミガワスイケイモガミガワカリュウホリノ

平成24年5月4日に発生した融雪期最大の出水により、水制工が流出す

る被害が発生した。今後の豪雨により、堤防が侵食され決壊が発生しな

いよう 推進費を活用して緊急に水制工等の対策を講じることにより 住

山形県東田川郡庄内町堀野地先

５１６

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３９９

ヒガシタガワグンショウナイマチホリノチサキ

 

最上川最上川 新庄

山形

酒田酒田

最上川最上川 新庄

山形

酒田酒田

← 
最上川
最上川 

新庄市 

山形県 

酒田
酒田市 

要求箇所

尾花沢市肘折

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

位置図
※水制工：河岸付近の流れを
弱め侵食を防ぐために設置す
る構造物

いよう、推進費を活用して緊急に水制工等の対策を講じることにより、住

民の安全を確保する。

内 容
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河岸浸食範囲

水制工構造図

［水制工標準断面 ］8.0m

26.0m

6.
0m

H . W . L

被災時水位(H24.5.4出水)

H24融雪期平均水位 対策後水位

※HWL：計画高水位（計
画高水流量が計画断面
を流下するときの水位）

左
岸

右
岸

16.0k

既存水制工

① 融雪出水前

左
岸右

岸

16.0k

既存水制工

② 融雪出水後

標準断面図
融雪前

融雪後

凡　例

完成イメージ
河道掘削

水制工

16

被災前河岸線

水制工④ 水制工③

③ 融雪出水前

被災後

堤防までL=28m

水制工④
水制工③

④ 融雪出水後

水制工②

被災前

水制工②

維持工事にて応急対応



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（2） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川激甚災害対策特別緊急事業（矢部川水系矢部川）

ヤベガワスイケイヤベガワ

平成24年7月14日の梅雨前線に伴う豪雨により、矢部川の堤防が決壊し

浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を

活用して緊急に堤体の浸透水を排水するドレ ン工等 堤防の質的強

福岡県柳川市大和町六合地先～みやま市長田地先

１，５０５

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１，００３

ヤナガワシ ヤマトマチ ロクゴウ チサキ ナガタ チサキ

活用して緊急に堤体の浸透水を排水するドレーン工等、堤防の質的強

化を講じることにより、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）（予定）

福岡県

大分県

佐賀県

崎

位置図

緑 災害復旧（当年度施行）（予定）

黄 次年度以降の実施予定

矢部川

16k

18k

宮崎県

熊本県
長崎県

矢部川

船小屋
（基準点）

矢部川右岸7k300付近（決壊箇所）

沖端川

10k

14k

12k

平 面 図

②

質的強化
Ｌ=2,005m

質的強化
Ｌ=1,380m

質的強化
Ｌ=840m

③

：浸水区域（沖端川の氾濫含む）
：決壊箇所
：漏水箇所

みやま市
かみのしょう・ほんごうちく

上庄・本郷地区

みやま市
ながたちく

長田地区

※HWL：計画高水位（計
画高水流量が計画断面

8k

1k

6k

①

○河川整備計画目標流量を対象に、漏水対策など、堤防
の質的強化により堤防の安全性を向 上させ、堤防決
壊等のリスクを解消。

一枚法化一枚法化
▽HWL
河川整備計画目標流量

ながわし

柳川市
ろくごう・たのまちちく

六合・棚町地区

画高水流量が計画断面
を流下するときの水位）

2k

4k 2k

② ③①

※堤防の質的強化とは、河川水が堤体へ浸透することを防止又
は軽減するため、川表に遮水矢板や川裏にドレーン工（堤体の浸
透水を排水）を整備し、堤防の安定化を図ること。

枚法化

堤脚水路
ドレーン工

枚法化

ドレーン工
堤脚水路

河川整備計画目標流量

２

0k

矢部川右岸11k900付近
（漏水箇所）

矢部川左岸16k000付近
（漏水箇所）

矢部川右岸7k300付近
（決壊箇所川裏浸水状況）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（3） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（筑後川水系筑後川）

チクゴガワスイケイチクゴガワ

平成24年7月14日の梅雨前線に伴う豪雨により、筑後川支川の桂川で

水位上昇し内水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、

推進費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川

福岡県朝倉市長田地先～久留米市八幡地先

３９３

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２６２

アサクラシ ナガタ チサキ クルメシ ハチマン チサキ

43k400
Ｈ.Ｗ.Ｌ

最低家屋敷高（床高）

20 20

推進費を活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川

水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

位置図
筑後川

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

河道掘削

▽H24.7.14被災水位

掘削後水位

湛水位

事業実施後湛水位15

10

5 -100 0 100 200 300 400 500

15

10

5

45k0

※HWL：計画高水位（計
画高水流量が計画断面
を流下するときの水位）

【平面図】

44k0

あさくらし

を流下するときの水位）

河道掘削 V=161千m3

佐田川

新桂川水門

②

①

あさくらし

朝倉市
ひなしろちく

蜷城地区

あさくらし

朝倉市
ながたちく

長田地区

：浸水区域
：掘削箇所
：越水
：床上浸水

44k

43k
筑後川

新桂川水門

45k■出水の状況
②②①①

横断図位置

くるめし

久留米市
はちまんちく

八幡地区

３

家屋浸水状況桂川1K700付近越水状況



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（4） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川激甚災害対策特別緊急事業（白川水系白川）

シラカワスイケイシラカワ

平成24年7月12日の梅雨前線に伴う豪雨により、白川がはん濫し浸水被

害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用し

て緊急に堤防整備等の対策を講じることにより 住民の安全を確保する

熊本県熊本市中央区大江地先～渡鹿地先

８３１

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６２０

クマモトシ チュウオウク オオエ チサキ トロク チサキ

て緊急に堤防整備等の対策を講じることにより、住民の安全を確保する。内 容

凡例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

熊本県

子飼橋

河道掘削箇所

黄 次年度以降の実施予定
白川位置図

子
飼
橋

激特事業実施区間（右岸））

河道掘削V=5千m3

龍神橋
築堤護岸箇所

龍
神
橋

排水樋管

排水樋管

用水樋管

橋梁改築（龍神橋）

②

①

築堤工（土堤）V=13,500m3
特殊堤L=700

17/000

16/000

15/000

14/000

15/800
16/200

くまもとし

熊本市
うるげちく

宇留毛地区くまもとし

熊本市
おおえちく

大江地区

河道掘削V=5千m3

①
○河道掘削、築堤により流下能力を確保し、家屋
浸水被害を軽減。

激特事業実施区間（左岸））

排水樋管
特殊堤L=700m
護岸（高水）A=4.6千m2
護岸（低水）A=1.6千m2
河道掘削22千m3

くまもとし

熊本市
とろくちく

渡鹿地区

白川右岸16k200付近 家屋浸水状況

②

▽事業実施前（実績水位）

築堤 築堤

河道掘削

▽HWL

４

白川右岸16k100付近 県道冠水状況

河道掘削

※HWL：計画高水位（計
画高水流量が計画断面
を流下するときの水位）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（5） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川激甚災害対策特別緊急事業（筑後川水系花月川）

チクゴガワスイケイカゲツガワ

平成24年7月3日の梅雨前線に伴う豪雨により、花月川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより 住民の安全を確保す

大分県日田市友田地先～藤山地先

１，４１２

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１，０６３

ヒタシ トモダ チサキ フジヤマ チサキ

8.7k

8k

③

築 堤 V=23.3千m3

河道掘削 V=33.3千m3

護 岸 A=2.2千m2
直轄上流端

して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより、住民の安全を確保す

る。

内 容

位置図
花月川 凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）
（予定）

6k

7k

河道掘削 V=9.9千m3

護 岸 A=0.2千m2

ひたし

日田市
ふじやまちく

藤山地区

（予定）

黄 次年度以降の実施予定

○河道掘削、築堤により、流能力を確保し、家屋の
浸水被害を解消。

事業実施前（実績水位）

河道掘削 V=38.9千m3

護 岸 A=3.5千m2

4k

5k

6k

：浸水区域(内水含む)

決壊箇所

：浸水区域(内水含む)

決壊箇所

①

ひたし

日田市
まるやまちく

丸山地区

ひたし

日田市

築堤

河道掘削 築堤

事業実施前（実績水位）

▽H.W.L

河川整備計画目標流量

※HWL：計画高水位（計
画高水流量が計画断面
を流下するときの水位）

0k

1k 2k

3k

4k

②

：決壊箇所

：越水箇所

：決壊箇所

：越水箇所

ひたし

日田市
まめたちく

豆田地区

市
ともだちく

友田地区

③③

②②

①①

花月川8k000付近越水状況

５

花月川2k700付近（渡里橋）
家屋浸水状況

花月川6k000付近破堤状況



栃木県

事 業 名

事 業 主 体

（6） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（利根川水系思川支川大芦川）

トネガワスイケイオモイガワシセンオオアシガワ

平成24年6月19日、20日の台風4号に伴う豪雨により、大芦川がはん濫

し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費

を活用して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより 洪水時の河川

栃木県鹿沼市上日向～下沢地先

１００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５０

カヌマシ カミヒナタ シモザワチサキ

を活用して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河川

水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復 （当年度施行）

対策箇所

緑 災害復旧 （当年度施行）

C-43

C-42

C-40

C-41
さつき畑

りんご畑

（りんご）

（りんご）

（りんご）

（栗）

推進費要求箇所L=600m
御幣岩橋

HWL

H

H

H

H

H

H

C-13

C-14

C-15

C-16

C-17

C-18

C-19

C-20

C-21

C-22

C-23

C-24

C-25

C-26

C-27

C-35

C-36

C-37

C-38

C-39
C-44

C-45

C-46

C-47

C-48

As

9.0K

工場

W

(梅)

カ
ゴマ
ット

カ
ゴ
マ
ッ
ト

カゴマット 根固
ブロック

西部簡易水道

下沢浄水場

（ビ）
（ビ）
（ビ）
（ビ）

Co

Co

（植木）

（植木）

（植木）

IP.17

IP.18

8
K+
5
0
0

8
K+
5
2
5 8
K+
5
50

8K
+5
75

E
C.
16 8K
+6
00

8
K+
6
25

8K
+6
50

8K
+6
75

8K
+7
00

8K
+7
25

8K
+7
50

8K
+7
75

8K
+8
00

8K
+8
25

8K
+8
50

8K
+8
75

8K
+9
00

8K
+9
25

8K
+9
50

8K
+9
75

9K

B
C.
17

9
K+
25

9
K+
5
0 9K
+
7
5

9
K
+
10
0

9
K
+
1
2
5

9
K
+
1
5
0

S
P
.
1
7

9
K
+
1
7
5

9
K+
2
0
0

9K
+
2
2
5

9
K
+2
50

9K
+
27
5

9K
+3
0
0

EC
.1
7

9K
+3
25

9K
+3
50

9K
+3
75

BC
.1
8

9K
+4
00

9K
+4
25

9K
+
45
0

9K
+4
75

SP
.
18

9K
+5
0
0

9
K+
5
2
5

9
K
+
5
5
0

9
K+
5
7
5

E
C
.
1
8

9
K
+
6
0
0

9
K
+
6
2
5

9
K
+
6
5
0

9
K
+
6
7
5

9
K
+
7
0
0

9
K
+
7
2
5

9
K
+
7
5
0

8
K+
71
5
.6
4

8K
+
78
3
.0
4

9K
+4
17
.9

基3-5

基3-6

C-10

C-11

C-12

C-13

C-48

C-49C-50C-51

C-52

C-66

H
8.0K 根固ブロック

(梨)

As

御
弊
岩
橋

県
道
石
裂
上
日
向
線駐車場

アンテナ

根固ブロック

電

カゴマット

8.0K

根固ブロック

IP.16

7
K
+
9
5
0

7
K
+
9 7
5

E
C.
1
5

7
K+
9
8
8
.
3
4

8K

8
K
+2
5

8
K
+
50

8
K
+
7
5

8
K
+
1
0
0

8
K
+
1
2
5

8
K
+
1
5
0

8
K
+
1
7
5

8K
+
2
0
0

8
K
+
2
2
5

8
K
+
2
5
0

B
C
.
1
6

8
K
+
2 7
5

8
K
+
3
0
0

8
K
+
3
2
5

8
K
+
3
5
0

8
K
+
3
7
5

8K
+
4
0
0

8
K
+
4
5
0

8
K
+
4
7
5

8
K+
5
0
0

C-9

C-53

(花)

(花)

7
K+
9
0
0

7
K
+
9
2
5

駐車場

7
K+
9
9
7.
1
6

8K
+
3
7
2
.
06 8
K+
4
80
.
1
7

ゲートボール場

凡例

：浸水区域
：浸水家屋

災害復旧
（護岸損壊）災害復旧

護岸損壊

災害復旧
（護岸損壊）

2

1

築堤工

掘削工

根固工

大芦川

A A’断面図

：浸水家屋

4.0m
4.0m

（護岸損壊）

掘削工
(掘削深約2.0m）

災害復旧
（護岸工）

築堤工
（築堤高1.0m）

築堤工： 600m 掘削工：12,000m3 根固工：200個

被災水位

改修後の水位

根固工

②浸水状況①下流方向より

溢水

根固工

※災害復旧の断面は参考表示

６



富山県

事 業 名

事 業 主 体

（7） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（庄川水系地久子川）

ショウガワスイケイジクシガワ

平成24年7月20日、21日の豪雨により、地久子川がはん濫し浸水被害が

発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用して緊

急に護岸工等の対策を講じることにより 住民の安全を確保する

富山県高岡市野村地先

２００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１００

タカオカシ ノムラ チサキ

急に護岸工等の対策を講じることにより、住民の安全を確保する。内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

対策箇所対策箇所

A

推進費要求箇所
Ｌ＝１８０ｍ

凡例

：浸水区域

2
A

1

護岸工 A=2,300m2
掘削工 V=6,500m3

HWLHWL

0

6
0
0

5100 1000

7100

1000 3400 1000

5400 3005100

1000

5100

HWL

3000

5400

100034001000

300

3000 28700

：浸水家屋

A-A断面図

被災水位

対策後水位 対策後水位 対策後水位

2
0
0
0

2
6
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

2
6
0
0

② ●●橋
下流

②家屋浸水状況

現況河道部

対策後水位

①JR橋梁部出水状況

JR橋梁

対策後水位 対策後水位

７

溢水



富山県

事 業 名

事 業 主 体

（8） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（小矢部川水系谷内川）

オヤベガワスイケイヤチガワ

平成24年7月20日、21日の豪雨により、谷内川がはん濫し浸水被害が発

生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用して緊急

に築堤工を実施し 住民の安全を確保する

富山県高岡市福岡町赤丸外地先

２００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１００

タカオカシ フクオカマチ アカマルホカチサキ

に築堤工を実施し、住民の安全を確保する。内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）
対策箇所

凡例

浸水区域

清
水

２

1

：浸水区域
：浸水家屋

橋

六日市集落

築堤工 L=700m
V=10,850m3

15 6 21.
1 
m

DHWL

12.7 m

7.0m

30.0 m

コントロール
Ｑ＝４５ m

3
/ s

A A’断面図
現況堤防築堤

被災水位

15.6 m21

①県道清水橋下流
床下浸水家屋

②工場浸水状況

浸水工場

現況河道河道拡幅

８

溢水

清水橋



富山県

事 業 名

事 業 主 体

（9） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（仏生寺川水系仏生寺川）

ブッショウジガワスイケイブッショウジガワ

平成24年7月20日、21日の豪雨により、仏生寺川がはん濫し浸水被害が

発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用して緊

急に護岸工等の対策を講じることにより 住民の安全を確保する

富山県氷見市仏生寺地先

６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３０

ヒ ミ シ ブッショウジ チサキ

急に護岸工等の対策を講じることにより、住民の安全を確保する。内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

対策箇所

2 推進費要求箇所L=30m
護岸工 220m2
橋梁工 １基

対策箇所

大覚口公民館

脇之谷内川
仏生寺川 1

A

A
大覚口大橋
おがくちおおはし

わきのやち

A-A断面図

凡例

：浸水区域

：浸水家屋

市道橋(大覚口大橋)架替

仏生寺川

おがくちおおはし

①洪水時（合流点上流）

仏生寺川

洪水痕跡

９

仏生寺川

②浸水状況
（合流点下流仏生寺川右岸側）

９



京都府

事 業 名

事 業 主 体

（10） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（淀川水系弥陀次郎川）

ヨドガワスイケイミダジロガワ

平成24年8月13日、14日の豪雨により、弥陀次郎川が欠壊し浸水被害

が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用して

緊急に掘削工 護岸工等の対策を講じることにより 住民の安全を確保

京都府宇治市五ヶ庄北ノ庄地先

５００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２５０

ウ ジ シ ゴカショウ キタノショウチサキ

緊急に掘削工、護岸工等の対策を講じることにより、住民の安全を確保

する。

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

対策箇所

推進費要求箇所
L=295m

災害復旧箇所
L=38m

２

護岸工 L=291m
掘削工 V=10,000m3

函渠工 L=4m

凡例

：浸水区域
：浸水家屋

天井川の欠壊水路橋有り

天井川区間

３
1

A A’断面図A A断面図

凡例

：推進費

鋼矢板（Ⅱw型）
L=10.5m

用
地
境
界

t=50cm
② 欠壊箇所（右岸側から）

① 欠壊箇所（左岸側民家２階から）
③ 左岸被災家屋

天井川
堤防欠壊

１０

欠壊した河川から水が民家１階を通って流出



和歌山県

事 業 名

事 業 主 体

（11） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（紀の川水系和歌川支川和田川）

キノカワスイケイワカガワシセンワダガワ

平成24年6月21日から22日の梅雨前線に伴う豪雨により、和田川がは

ん濫し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推

進費を活用して緊急に護岸工等の対策を講じることにより 住民の安全

和歌山県和歌山市吉礼外地内

１００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５０

ワカヤマシ キ レ ホカ チナイ

進費を活用して緊急に護岸工等の対策を講じることにより、住民の安全

を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

和田川

和田川

広見橋水位観測所

阪和自動車道

河道掘削 L=200m
護岸工 L=200m

和田川
（和歌山市）

平面図

床上浸水

床下浸水

浸水範囲

和田川 A

A’
南橋 菖蒲橋

① 前代川

BB’
②

被災水位

対策後水位

▽HWL

被災水位

対策後水位
▽HWL

前代川

和田川標準横断図

前代川標準横断図 BB’AA’

H=5m

W=25m

②

被災状況写真

① ②

河道掘削工
護岸工W=15m

被災状況写真

１１



福岡県

事 業 名

事 業 主 体

（12） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川激甚災害対策特別緊急事業（矢部川水系沖端川）

ヤベカワスイケイ オキノハタガワ

平成24年7月13日から14日の梅雨前線に伴う豪雨により、沖端川がは

ん濫し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推

進費を活用して緊急に築堤 河道掘削等の対策を講じることにより 洪

福岡県柳川市筑紫町地先～みやま市瀬高町本郷地先

７６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４１８

ヤナガワシ チクシマチ チサキ セタカマチ ホンゴウチサキ

進費を活用して緊急に築堤、河道掘削等の対策を講じることにより、洪

水時の河川水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定黄 次年度以降の実施予定

矢部川水系沖端川

推進費要求 L=約9,000m 凡 例

：橋梁改築（次年度以降施工）

：堰改築（次年度以降施工）

矢部川水系沖端川

：堰改築（次年度以降施工）

：H24.7浸水範囲

１１

２

築堤工 L=200ｍ
掘削工 V=11千ｍ3
築堤工 L=900ｍ

B’C
’

基礎矢板工 L=600ｍ

1 : 2 .0

被 災時推定 線

1 :
2 .
0

N O .4

G H= 9 . 3 9

F H = 9 . 6 7 4

土の う

土 のう

捨石

D . L= 5 . 0 0

A s

土のう

0.
8ｍ

7.2m

A A’断面図

3.
0ｍ

28m
B B’断面図

現況地盤線

掘削工
C C’断面図 築堤工21m

ｍ

被災時水位 11.110
対策後水位 9.430

被災時水位 5 060 被災時水位4 890

矢部川

①下流部破堤箇所(中山地区）状況 ②下流部破堤箇所状況

越水・破堤

3.
5ｍ

基礎矢板工L=15ｍ掘削工

3.
5ｍ 2．

0

基礎矢板工L=15ｍ

被災時水位 5.060
対策後水位 4.900

被災時水位4.890
対策後水位 4.730

１2

越水・破堤



熊本県

事 業 名

事 業 主 体

（13） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川激甚災害対策特別緊急事業（白川水系白川・黒川）

シラカワスイケイシラカワ・クロカワ

平成24年7月12日の梅雨前線に伴う豪雨により、白川・黒川がはん濫し

浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を

活用して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより 洪水時の河川水

熊本県熊本市北区龍田陳内地先外

３，０００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１，６５０

クマモトシ キタク タツダ ジンナイ チサキホカ

活用して緊急に河道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河川水

位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

478

479

480

481

482

T
pm
)

黒川工区横断図

B B’実績水位▽480.61対応後水位▽480.43

凡 例

赤 推進費要求箇所当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

白川水系

472

473

474

475

476

477

-30 -10 10 30 50 70 90
横断距離(m）

標
高
(T

掘削

黒川（阿蘇市）地区

遊水地１ 遊水地２
④

B’
掘削77,500m3

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

白川工区

黄 次年度以降の実施予定

災害復旧事業緑
熊本

黒川工区

③
B

黒川

掘削 ,
築堤

築堤
437m

掘削95,579m3

築堤

白川

①、②

A’

A
白川（熊本市）地区（拡大）

温泉旅館

④④

白川（熊本市）地区

白川

白川工区横断図

実績水位▽26.46

小学校

浸水被害状況写真（黒川工区）

A’A

対策後水位
掘削

▽24.80

①①
②② ③③

１３

浸水被害状況写真（白川工区） 浸水被害状況写真（白川工区） 浸水被害状況写真（黒川工区）



熊本県

事 業 名

事 業 主 体

（14） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
流域治水対策事業（白川水系白川）

シラカワスイケイシラカワ

平成24年7月12日の梅雨前線に伴う豪雨により、白川がはん濫し浸水被

害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用し

て緊急に河道掘削等の対策を講じることにより 洪水時の河川水位を低

熊本県菊池郡菊陽町馬場楠地先外

１，５３０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）７６５

キクチグン キクヨウマチ ババクス チサキ ホカ

て緊急に河道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河川水位を低

減し、住民の安全を確保する。

菊陽郡菊陽町
・大津町

（白川水系白川）

熊本県

A-A’

川手橋
曲手工区曲手工区

A－A’断面：断面図

対策前 ▽71.2m築堤

対策後 ▽69.2m
凡 例

赤 推進費要求箇所

緑 災害復旧・関連

37k 掘削L=200m

掘削L=100m
護岸L=100m

築堤L=200m
護岸L=200m

×

×
×

浸水家屋

浸水区域

築堤L=800m、護岸L=800m

35k

曲手工区曲手工区

陣内工区陣内工区 森工区森工区

馬場楠工区馬場楠工区
岩坂工区岩坂工区

31k

護

33k
×

××
×

×

岩坂工区岩坂工区
馬場楠工区馬場楠工区

築堤L=800m

②②

C-C’

Ｃ－Ｃ’断面：断面図Ｂ Ｂ’断面 断面図

①① B-B’

掘削
L=400m

護岸
L=400m

付帯水路
L=300m

築堤 L=1,200m・護岸L=800m

掘削L=200m・護岸L=200m

掘削

Ｃ Ｃ断面：断面図
対策前 ▽86.2m

護岸工

Ｂ－Ｂ断面：断面図

築堤

掘削

対策前 ▽80.7m

道路

住家

護岸工 護岸工

対策後 ▽84.9m対策後 ▽79.1m

１４

ボートによる救助写真（岩坂地区）家屋の浸水被害状況（馬場楠工区）



大分県

事 業 名

事 業 主 体

（15） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川激甚災害対策特別緊急事業（筑後川水系有田川）

チクゴガワスイケイアリタガワ

平成24年7月3日、14日の梅雨前線に伴う豪雨により、有田川がはん濫

し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費

を活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川水位を

大分県日田市東有田諸留町

１００

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５５

ヒ タ シ ヒガシアリタモロドメマチ

を活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川水位を

低減し、住民の安全を確保する。

内 容

大分県中津市
犬丸川水系犬丸川大 分 県

日田市

大分県日田市
筑後川水系有田川

推進費事業箇所

凡例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

有田川

推進費事業箇所

河川激甚災害対策特別緊急事業 （3k000～7k100）L=4100m

■浸水家屋
■浸水区域

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

①②③

A

A’

900m 2,800m

推進費整備後
浸水区域

4k3003k900

推進費事業区間（3k000～7k100）L=3,700m
河道掘削 Ｌ＝3,700ｍ Ｖ＝12,000ｍ3

7k1003k000

A－A’ 断面 （3ｋ200）

被災水位

①
溢水②

③

１５



大分県

事 業 名

事 業 主 体

（16） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（山国川水系山国川）

ヤマクニガワスイケイヤマクニガワ

平成24年7月3、14日の梅雨前線に伴う豪雨により、山国川がはん濫し

浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を

活用して緊急に河道掘削を実施することにより 洪水時の河川水位を低

大分県中津市耶馬溪町大字大島

２２０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１１０

ナカツシ ヤバケイマチ オオアザオオシマ

活用して緊急に河道掘削を実施することにより、洪水時の河川水位を低

減し、住民の安全を確保する。

内 容

凡例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

山国川

黄 次年度以降の実施予定

事業区間

山国川

山国川

A‘

雲輿橋
うんよ

下郷小学校
しもごう

■ 浸水家屋
■ 浸水区域
推進費整備後
浸水区域

４

1

②

Ａ－Ａ‘断面 （30k800）
46ｍ

水位低下（-0.60m）

13 22推進費実施後水位

推進費事業区間（Ｌ＝2800ｍ）

A
２

３

135.82 （被災水位）

①

③

下郷小学校

しもごう

④

0.4m～1.4m

河道掘削

135.22 推進費実施後水位

１６

雲輿橋

うんよ



大分県

事 業 名

事 業 主 体

（17） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（大野川水系大谷川）

オオノガワスイケイオオタニガワ

平成24年7月11日から12日の梅雨前線に伴う豪雨により、大谷川がは

ん濫し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推

進費を活用して緊急に築堤 護岸工等の対策を講じることにより 住民

大分県大分市大字宮河内

９６

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４８

オオイタシ オオアザミヤガワウチ

進費を活用して緊急に築堤、護岸工等の対策を講じることにより、住民

の安全を確保する。

内 容

大 分 県

大野川

大谷川

凡例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

推進費事業区間L=400m
掘削工 L=400m V=10,000m3
築堤工 L=400m V=9,000m3
護岸工 L=400m A=3,000m3

大分市
大分県大分市
大野川水系大
野川

黒 施行完了箇所

越水

←改修済区 未改修区間

① ②

③

凡例

：浸水区域
：浸水家屋

A A’断面図

←改修済区
間

未改修区間
→

6.62（推進費対策後水位）
6.80（被災水位）

水位低下
（-0.18m）

13.88 3.00

掘削高2 3m～3 1m 掘削工

築堤工
H=1.7m

：浸水家屋

H24.7.12
撮影

①

②

越
水

公民館 浸水家屋

掘削高2.3m 3.1m

9.8m

掘削工

護岸工
H=2.4m

護岸工
H=4.3m

１７

撮影

大谷川

③
水



大分県

事 業 名

事 業 主 体

（18） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（大野川水系平井川）

オオノガワスイケイヒライガワ

平成24年7月11日、12日の梅雨前線に伴う豪雨により、平井川がはん濫

し浸水被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費

を活用して緊急に護岸工等の対策を講じることにより 住民の安全を確

大分県豊後大野市朝地町朝地

５０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２５

ブンゴオオノシ アサジマチ アサジ

を活用して緊急に護岸工等の対策を講じることにより、住民の安全を確

保する。

内 容

大分県中津市
犬丸川水系犬丸川大 分 県

凡例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

豊後大野市

対策箇所

A
’

黒 施行完了箇所

推進費事業区間
（朝地地区）

A

推進費事業区間（Ｌ＝２００ ）

①

推進費事業区間（Ｌ＝２００ｍ）
護岸工Ｌ＝２００ｍ A=６００m2

掘削工Ｌ＝２００ｍ Ｖ＝３，０００ｍ３

213.80（推進費対策後水位）

214.20（被災水位.）

A－A’断面
②

水位低下（-0.40m）

17.7ｍ
護岸工
H=5.0m

出水時状況写真

①
②

掘削高1.4m
掘削工9.8m

１８



大分県

事 業 名

事 業 主 体

（19） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
河川改修事業（大野川水系玉来川）

オオノガワスイケイタマライガワ

平成24年7月12日の梅雨前線に伴う豪雨により、玉来川がはん濫し浸水

被害が発生した。今後の豪雨により再度浸水しないよう、推進費を活用

して緊急に築堤 河道掘削等の対策を講じることにより 洪水時の河川

大分県竹田市大字玉来地先

３６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１８０

タケタシ オオアザタマライチサキ

して緊急に築堤、河道掘削等の対策を講じることにより、洪水時の河川

水位を低減し、住民の安全を確保する。

内 容

矢倉川

1.0m

1.0m

特殊堤（胸壁工）拡大図

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）大分県竹田市
大野川水系玉来川

矢倉川

推進費箇所<矢倉川>
L=70m
護岸工L=70m 、A=360m2
築堤工L=70m、V=1,400m3
河道掘削 L=70m、V=900m3

特殊堤（胸壁工）拡大図

Ａ－Ａ‘断面 （1k500）
特殊堤（胸壁工）

水位低下
被災水位

※特殊堤（胸壁工）

：河川護岸の上部に越水を防
ぐために構築するコンクリート
壁（用地が限られる場合の堤
防の嵩上げに有効）

事業区間

推進費箇所<玉来川>L=2,200m
河道掘削 V=50,000m3
特殊堤（胸壁工）L=920m
（左岸 280m、右岸 640m）

L=100m

L=290m

③

河道掘削

①

L=280m

L=250m

②

いなり

竹田市文化

推進費要求箇所 L=2,270m
＜玉来川＞河道掘削 L=2,000m、V=50,000m3

稲荷橋（流失）

③

②

①

竹田市文化会館

竹田市文化
会館

＜玉来川＞河道掘削 L 2,000m、V 50,000m3
特殊堤（胸壁工）L=920m （左岸 280m、右岸 640m）
＜矢倉川＞ 護岸工L=70m、A=360m2
築堤工L=70m V=1,400m3
河道掘削L=70m、V=900m3

１９

稲荷橋（流失）
いなり

竹田部品工場



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（20） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道55号安芸郡東洋町ゴロゴロ地区道路災害防除）

アキグントウヨウチョウ ゴロゴロ

平成24年9月15日の台風16号に伴う豪雨により、国道55号において法面

が崩壊し、一時通行規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の

法面崩壊が発生しないよう 推進費を活用して緊急に吹付法枠工等の

高知県安芸郡東洋町ゴロゴロ地先

４６

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４６

ア キ グン トウヨウチョウゴロゴロ チサキ

法面崩壊が発生しないよう、推進費を活用して緊急に吹付法枠工等の

法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

平面図高知県
愛媛県

香川県

徳島県

位置図 凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

事業計 間

一
般
国

対策箇所

事業計画区間 L=22m

のり面整形 A=960m2
吹付のり枠工
A=960m2

鉄筋挿入口
L=3m n=216本

国
道
55
号

断面図

施
工
高
さ
　
H=
30
m

施
工
高
さ
　
H=
30
m

施工高

崩壊土砂堆積

崩壊土砂堆積

道路区域界
鉄筋挿入工　

D19　L=3000

吹付のり枠工　

F-300 2000*2000
ML

A-A断面

被害状況(全景)①

施 施

路面高

ML

２０

被害状況(起点側)② 被害状況(終点側)③



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（21） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道57号阿蘇市坂梨地区道路災害防除）

アソシ サカナシ

平成24年7月12日の豪雨により、国道57号において法面が崩壊し、一時

通行規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊によ

る道路 の影響が発生しないよう 推進費を活用して緊急に擁壁工等

熊本県阿蘇市一の宮町大字坂梨字滝室

５２

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５２

ア ソ シ イチノミヤ マチオオアザサカナシアザタキムロ

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

被災箇所

至 竹田市 →

← 至 熊本市

る道路への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急に擁壁工等

の対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

被災箇所①

被災箇所④

被災箇所③

被災箇所②

一般国道57号

被災箇所

位置図

（航空写真）

界

被災箇所①

至 竹田市 →
← 至 熊本市

平面図
被災箇所①

市

一般国道57号

崩壊範囲(崩壊高H=45m)

重
力
式
擁
壁
 L
=
37
.0
m,
V=
12
7
.7
m3

重力式擁壁

050

010

用地買収線

平面図

2-2断面

法
面
整
形
 A
=9
0.
0m
2

法
枠
工
(F
20
0)
 A
=9
0.
0m
2

1

3

4.00m 4.00m

1-1断面

境界

重力式擁壁
L=37.0m
V=127.7m3

3
.0
m

対策内容

田市

59k000

境界

)

法枠工（F200)2-2断面

切
土
法
面

法
枠

法枠工（F200)

H
=
1
3
.
4
m

1:
1.
13

断面図

1

2

被災状況写真① 被災状況写真② 被災状況写真③

被災箇所①：重力式擁壁 L=37m、
法枠工A=90m2

被災箇所②：重力式擁壁 L=37m

被災箇所③：重力式擁壁L=31m

被災箇所④：重力式擁壁L=25m

2
3

至 竹田市
至 熊本市

２1



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（22） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道10号鹿児島市吉野町大崎地区道路災害防除）

カゴシマシ ヨシノチョウオオサキ

平成24年6月27日の豪雨により、国道10号において法面が崩壊し、一時

通行規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊によ

る道路 の影響が発生しないよう 推進費を活用して緊急に擁壁工等

鹿児島県鹿児島市吉野町大崎

２３

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２３

カ ゴ シマシ ヨシノチョウオオサキ

る道路への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急に擁壁工等

の対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

位置図
推進費要求箇所

至 姶良市

事前通行規制区間L=11.3km(竜ヶ水地区)

平面図

A

①

A´

②
官民境界

断面図（A-A’）

重力式擁壁工(h=3.7m) 39m

撤去工 一式

落石防護柵工(h=3.0m) 39m落石防護柵工

重力式擁壁工

②

至 鹿児島市 至 姶良市

法面整形工 A=290m2

崩土除去 163m3

重力式擁壁工

①

②

被災状況写真①

1m×0.6m×0.6m 1m×1m×0.6m

被災状況写真②

２２

落石が防護柵背面へ滑落 崩壊縁辺部には崩積土が露出



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（23） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道226号鹿児島市喜入町道路災害防除）

カゴシマシ キイレチョウ

平成24年6月27日の豪雨により、国道226号において法面が崩壊し、ネッ

トフェンスが破損する被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面

崩壊が発生しないよう 推進費を活用して緊急に ルタル吹付工等の法

鹿児島県鹿児島市喜入町

７

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）７

カ ゴ シマシ キイレチョウ

崩壊が発生しないよう、推進費を活用して緊急にモルタル吹付工等の法

面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

位置図 凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

断面図（A-A’）
推進費要求箇所

平面図

A

①

平面図

官民境界

至 指宿市

①

至 鹿児島市

崩土砂撤去工

A´

② ②

被災状況写真②被災状況写真①

至 指宿市

一般国道226号
至 鹿児島市

２３

崩土によりフェンスが被災法面表土が崩壊



山梨県

事 業 名

事 業 主 体

（24） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（主要地方道南アルプス公園線早川町湯島地内道路災害防除）

ミナミアルプスコウエンセンハヤカワチョウユシマ

平成24年6月19日の台風4号に伴う豪雨により、落石による一時通行規

制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の落石が発生しないよう、

推進費を活用して緊急に プ掛工等の法面対策を講じることにより

山梨県南巨摩郡早川町湯島地内

４３

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２２

ミナミコマグン ハヤカワチョウユシマチナイ

推進費を活用して緊急にロープ掛工等の法面対策を講じることにより、

交通の安全を確保する。

内 容

発災箇所

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

ロープ掛工（Ａ）

クロスグリップ

端部主アンカー

巻付けグリップ

ワイヤーロープ

ロープ掛工（A)

ロープ掛工（B）

岩盤接着工

破砕

凡　　　例

②

A
ロープ掛工（B）

ロープ掛工（Ｂ）（A-A断面）
縦主ロープ 端部アンカー

横主ロープ

交差アンカ クリップ

アンカー

ターンバックル取付金具岩又は転石

破砕工

事業計画延長 L=70m
ロ プ掛工（A）N 9箇所 ロ プ掛工（B）N 2箇所

①

A
0 10 20 30ｍ 10m

交点部アンカー

横補助ロープ

ワープクリップ

交差アンカークリップ

岩盤接着工 破砕工
ロープ掛工（A）N=9箇所、 ロープ掛工（B）N=2箇所
岩盤接着工N=8箇所、 破砕工N=4箇所

岩盤接着工
不安定な岩塊を安定な基岩に
接着させる工法

破砕
岩塊を小割りにして除去
する工法

２４

被災状況写真① 法面転石状況写真②



山梨県

事 業 名

事 業 主 体

（25） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（一般県道大城小田船原線身延町大城地内道路災害防除）

オオジロオダフナハラセンミノブチョウオオジロ

平成24年6月19日の台風4号に伴う豪雨により、道路法面が崩壊し、一

時通行規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊に

よる道路 の影響が発生しないよう 推進費を活用して緊急に土留擁壁

山梨県南巨摩郡身延町大城地内

２９

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１４

ミナミコマグン ミノブチョウオオジロチナイ

よる道路への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急に土留擁壁

工等の対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）発災箇所

縦 断 図
（A-A断面）

7500 7000 現況地盤線

（車道）

土砂崩壊箇所

土留擁壁工断面図
（B-B断面）

15000
6000 60001000 1000

B-B断面
土留擁壁工

8000

事業計画延長 L=50m

1号箇所

2号箇所

至

大
城

至

国
道
52
号

①

②

土留擁壁工

A

A

6000 60001000 1000
1000

10000
B B

土留擁壁工 ２基 57505750 3500

２5

被災状況写真① 被災状況写真②



静岡県

事 業 名

事 業 主 体

（26） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（一般県道大河内森線森町三倉地区道路災害防除）

オオコウチモリセンモリマチミクラ

平成24年8月13日から15日の豪雨により、道路法面が崩壊し、一時通行

規制の被害が発生した。今後の豪雨により、再度の法面崩壊が発生し

ないよう 推進費を活用して緊急に法枠工等の法面対策を講じることに

静岡県周智郡森町三倉２２２３－１

５６

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２８

シュウチグンモリマチミクラ

申請箇所

ないよう、推進費を活用して緊急に法枠工等の法面対策を講じることに

より、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

大河内観測所

②

至大河内
申請箇所

太田川ダム

岩

岩

H=2
.50
m

L
=
1
0
.
0
0
m

用地幅

余裕幅

1.0m以上法面対策

②

落石防止網工
A=863ｍ2

（A）

m

落石防止網工 A=534m2
モルタル吹付工 A=272m2
仮設道路工（大型土のう）

L 20

AsCo Co

岩

岩

岩

岩

岩

現道幅員

3.0～3.5m

SL
L
=
1
0
.
0
0
m

1:
0.
5

仮設道路工
L=52ｍ

①
モルタル吹付工

A=272ｍ2
吹付枠工

（A）

（A）

（A）

H
=7

.8
m

H
=8

.0
m

H
=1

8.
0m L=20ｍ

落石防止網工 A=329m2
吹付枠工 A=337m2
仮設道路工 Ｌ=32m

吹付枠工
A=337m2 至森町・太田川ダム

２６

②道路法面被害（オーバーハング）①状況写真（浮石）



益田市

事 業 名

事 業 主 体

（27） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（市道二見港線益田市飯浦町二見地内道路災害防除）

フタミコウセンマスダシイイノウラチョウフタミ

平成24年7月7日に落石が発生し、現在も通行規制を継続している。今

後の豪雨により、再度の落石が発生しないよう、推進費を活用して緊急

に落石防護網工等の法面対策を講じることにより 交通の安全を確保す

島根県益田市飯浦町二見地内

２６

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１３

マスダシ イイノウラチョウフタミチナイ

に落石防護網工等の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保す

る。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

戸田小

小野中

個人病院

戸田小浜駅

ＪＲ山陰本線

被災箇所
全面通行止め

飯浦地区

日本海

人形鼻

小野保険福祉センター
小野公民館

97.43

108.59

110.62

105.41

106.45

109.64

104.14

99.79

87 36

101.13

113.04

90

9
5

10
0遊歩道

断面図位置

飯浦駅
：国道191号
：市道二見港線
：県道
：市道

小野公民館
小野地区振興センター

ワイヤーロープ掛工 N=9箇所

対策箇所

99.41
97.19

75.7481.50

59.17

69.94

51.68

67.05

80.43

64.67

72.53

91.30

86.82

81.71

87.36

96.70

90.04

91.89

79.63

70.63 63.29

94.54

80

85

岩群

断面断面図
ワイヤーロープ掛工

ワイヤーロープ掛工

E オノカン310
T 人形峠支20 E オノカン310次1

T 人形峠支21

E オノカン311
T 人形峠支22

43.71

41.62

39.83

37.92

36.49

44.49

43.74
42.72

35

40

35
As

至 益田市内 ②

落石防護網工 A=960㎡

H
=
5
5m

被災状況写真 被災状況写真

①

崩壊箇所

②

①As

道路

２7

落
石

市道の約50m上方の自然斜面から落石が発生
市道上に落石し破砕・散乱
（最大1.2×0.9×0.4ｍ程度の落石）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（28） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
道路維持管理事業（一般国道7号鶴岡市早田～五十川地区道路災害防除）

ツルオカシワサダ イラカワ

平成24年4月4日の強風に伴う越波により、国道7号において冠水、流

木・岩礁の打ち上げによる一時通行規制の被害が発生した。今後の強

風 越波により 再度の通行規制が発生しないよう 推進費を活用して

山形県鶴岡市早田～五十川地内

２，４８１

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２，４８１

ツルオカシ ワサダ イ ラ カワ チナイ

風、越波により、再度の通行規制が発生しないよう、推進費を活用して

緊急に波返し擁壁工を設置し、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤
推進費要求箇所
（当年度施行）

【断面図】

事業箇所
山形県鶴岡市
早田～五十川 地内

鶴岡市

山形市

対策区間延長
（ｋｍ）

① ０．９

② ０．２

③ ０．１

H24.4.4越波による通行規制区間（L=12.5㎞）

1
1
1
.6
kp

1
2
4
.1
kp事業計画区間（①～⑤の計） L=2、200m

【平面図】

① ② ③ ④ ⑤

④ ０．３

⑤ ０．７

計 ２．２

至 新潟

至 酒田

▼推進費要求箇所

波返し擁壁工

（波返し擁壁 H=2.5m) L=2,200m
写真Ⅱ

写真Ⅰ

写真Ⅲ

被災状況 写真Ⅰ 被災状況 写真Ⅱ 被災状況 写真Ⅲ

２８



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（29） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
航路標識整備事業（御前岩灯標）

ゴゼンイワトウヒョウ

平成24年9月30日の台風17号に伴う強風・波浪により灯標基礎部が損

壊する被害が発生した。今後の強風・波浪により、再度、灯標が損壊す

ることがないよう 推進費を活用して緊急に基礎部の補強を行うことによ

静岡県御前崎市

４０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４０

オマエザキシ

ることがないよう、推進費を活用して緊急に基礎部の補強を行うことによ

り、船舶航行の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤
推進費要求箇所

（当年度施行）

静岡県 御前崎市 全景

平面図

御前岩灯標
（要求箇所）

立面図

○基礎下部コンクリート補修

見下ろし図

基礎

6,80018
,3

00

脚柱

樹脂モルタル成形
FRP積層仕上げ
樹脂注入・防錆処理

見上げ図

海面

7,
66

0

1,500

錆

鉄骨露出

基礎○損壊状況

２９

コンクリート剥離
脚柱



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（30） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
航路標識整備事業（前泊港第一号灯標）

マエドマリコウダイイチゴウトウヒョウ

平成24年8月27日の台風15号に伴う強風・波浪により灯標が損壊する被

害が発生した。今後の強風・波浪により、再度、灯標が損壊することがな

いよう 推進費を活用して緊急に標体基礎部の補強や本体の建替えを

沖縄県島尻郡伊平屋村

２０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）２０

シマジリグン イヘヤソン

いよう、推進費を活用して緊急に標体基礎部の補強や本体の建替えを

行うことにより、船舶航行の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤
推進費要求箇所

（当年度施行）

沖縄県

前泊港

対策前

島尻郡伊平屋村
（伊平屋島）

前泊港第一号灯標（要求箇所）

対策後 ○灯標本体の建替え
・標体強度の増大 ・基礎部補強

標
体
高
さ
7
,0
5
0
m
m

標体強度（鋼管厚）の増大

既設位置から南東
方３ｍの位置に建
替え

標
体
高
さ
8
,0
0
0
m
m

(※
水
深
+
9
5
0
m
m
)

岩盤損壊・流失

水中ｺﾝｸﾘｰﾄ損壊

基
礎
深
さ
3
,0
0
0
m
m

基礎部補強標体曲損（再使用不能）

礎
深
さ
3
,6
5
0
m
m

保護ブロック
・基礎杭の厚みの増大
・基礎杭の打ち込み深さの増大
・保護ブロックの設置

鋼管厚 15mm

〔傾斜した灯標〕

被災後被災前

○被災状況
水中ｺﾝｸﾘｰﾄ

〔被災後の灯標基礎部〕
鋼管厚 22mm

基
礎

３０

西方向に約20度傾斜 灯標本体・基礎杭・基礎穴損傷



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（31） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）
航路標識整備事業（残波岬灯台）

ザンパミサキトウダイ

平成24年9月29日の台風17号に伴う強風・波浪により灯台附属舎等が

損壊する被害が発生した。今後の波浪や地震により、再度、灯台が損壊

することがないよう 推進費を活用して緊急に灯台附属舎の建替え等を

沖縄県中頭郡読谷村

３４

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３４

ナカガミグンヨミタンソン

することがないよう、推進費を活用して緊急に灯台附属舎の建替え等を

行うことにより、船舶航行の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

沖縄県 中頭郡読谷村
（残波岬）

全景

残波岬灯台（要求箇所）

○附属舎・囲障の耐波浪化 （附属舎建替、囲障改修）

平面図
立面図

海上まで12ｍ（海抜16ｍ）

灯塔

１

２

波浪に強い形状へ（平面から曲面）、
壁厚を現状の200mmから300mmへ増大

屋根防水を現状の塗膜構造から
波浪耐久性の高いアスファルト構造へ

附属舎

囲障

根巻き補強

３

波浪受圧面積減少、基礎鉄筋化

手すり断面図

１

撮影方向

２ ３

．．．．．．．．

３１

外壁損壊 内壁・梁損壊 囲障損壊


